
嘘で固めた⼤飯原発
再稼働は即刻取消を
今すぐ原発に封印を
それが最良の取引です

黙っていたら “YES” と同じ

広島2人デモ ⾬天
決⾏

いてもたってもいられなくなった仕事仲間と恥も外聞も捨てて仕事の合間にたった 2⼈でも歩く。
それが 2⼈デモです。黙っていたら社会⼈としてだけではなく、企業⼈としても恥。

野⽥⾸相！あなたは恥を知るノダ！
元安橋東詰からスタートし本通り、⾦座
街を往復します。毎週⾦曜に歩きます。

第10回⽬
2012年 8⽉ 24⽇（⾦曜⽇）
18:00 〜 19:00

⾶び⼊り歓迎
槍が降ったら中⽌します 調査・⽂責：哲野イサク

チラシ作成：網野沙羅
連絡先：sarah@inaco.co.jp

関電関電関電
http://www.inaco.co.jp/hiroshima_2_demo/

原発をただちに封印しよ
う、それが最良の取引だ

 関電⼤飯原発再稼働の後、次の原発再
稼働のメドが⽴たないので経済界からは
悲鳴があがっています。もちろん電気が
⾜りなくなるからではありません。⼤き
な「ビジネスチャンス」がみすみす失わ
れるからです。営々として築いてきた既
得権益が失われるからです。経団連も経
済同友会も⽇本商⼯会議所もそろって野
⽥政権に再稼働圧⼒をかけています。そ
れほど「原発ビジネス」は⽇本の経済界
に深く根づいているのです。上場企業で
原発ビジネスに直接・間接に関与してい
ない企業を⾒つけるのはむつかしいくら
いです。⽇本経済の巨⼤な下請け構造を
考えれば原発再稼働を待ち望む経営者の
いかに多いことか。ましてや再稼働のメ
ドが⽴たず、今ある原発が廃炉と決まれ
ば、関電などは数年を経ずして倒産です。
莫⼤な廃炉費⽤を考えれば、関電の現在
の資産内容では債務超過に陥るのは必⾄
だからです。

 証券市場は関電を⾒放し始めて
います。今年２⽉１７⽇１株 1445 円
だった関電の株価は⼤飯原発 3、4 号機
がフル稼働したにもかかわらず、7 ⽉末
には 527 円に急落しています。関電に
とって原発再稼働は⽣命線です。

 広島にも三菱重⼯、広島銀⾏、中国電⼒、
バブコック⽇⽴、⼤⼿建設会社など原発ビ
ジネスと深く関わっている企業が数多くあ
ります。それらの関連企業や下請け企業、
あるいはその地域社会などは密かに原発再
稼働を熱望しています。

 彼らはいいます。「ものごとを現実的に
⾒ろ。原発ビジネスがなくなったらどう
やってメシを⾷っていくのだ。どうやって
ビジネスを拡⼤していくのだ。地域社会を
どうやって発展させるのだ。原発反対、な
どとはビジネスや現実を知らない⼈間のた
わごとだ」

放射能の恐怖がある限り
その社会に未来はない

 しかし彼らこそ近視眼的であり⾮現実的
です。これから⽇本は福島第⼀原発から放
出された放射能と戦っていかなくてはなり
ません。その上、原発事故の恐怖と隣り合
わせの社会にどんな未来があるというので
しょうか？⼈々が放射能の恐怖や健康被害
と向き合わなければならない社会にどんな
経済発展が⾒込めるというのでしょうか？
３０年、５０年のスケールで考えれば
そんな社会に未来はありません。いま
こそ原発をすべて廃炉にし、恐怖の根源を
絶ちきることこそ現実的で冷静な判断で
す。

 すべての原発を今すぐ封印してしまうこ
と、これが未来へ向けて私たちがなし
うる最良の取引です。

野⽥政権・関電・関⻄
広域連合「電⼒不⾜」 
そのウソの⼿⼝

【⼿⼝１】需要の捏造
 需要が最⼤だった2010年 8⽉を基準
としました。この時ピーク電⼒は3095
万 kWでしたが、節電効果は2.1%とし、
「2010年並の猛暑ではピーク需要は
3030万 kW（後に3015万 kWに訂正）
としました。しかし「3.11」後の2011
年夏のピーク需要はすでに2784万 kW
だったのです。2011年度を基準とした
のでは「電⼒不⾜」のウソが成り⽴ちま
せん。2012年、実際は8⽉3⽇の
2681万 kWが最⼤でした。こうして約
300万 kWの需要を捏造しました。

【⼿⼝２】供給の過⼩評価
 今度は2011年の最⼤供給量をもとに
2012年の最⼤供給量は2535万 kWと
しました。実際に原発なしで関電は
2536万 kWの電⼒⽣産能⼒があります。
それに他電⼒会社からの融通電⼒を126
万 kW受電。実はその他に関電管内の独
⽴系電気事業者と500万 kW以上の購
⼊契約を結んでいます。関電はもともと
原発なしで3111万 kW以上の供給能
⼒を持っていたのです。こうして供給能
⼒を500万 kW以上も偽って過⼩評価
しました。（裏⾯参照のこと）

＜⼿⼝３ 裏⾯につづく＞



単位はすべて万ｋW  「最⾼気温」は関電発表のその⽇の最⾼気温
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８⽉１６⽇（夏休みモード）の運転停⽌⽕⼒発電所
喜撰⼭発電所 １号機
喜撰⼭発電所 ２号機
相⽣発電所 １号機
相⽣発電所 ２号機
堺港発電所 ２号機
海南発電所 １号機
海南発電所 ２号機
海南発電所 ４号機
他社電源

▲１５万ｋＷ（作業）
▲１５万ｋＷ（作業）
▲３８万ｋＷ
▲３８万ｋＷ
▲３６万ｋＷ（作業）
▲４５万ｋＷ
▲４５万ｋＷ
▲６０万ｋＷ
▲２８万ｋＷ

８⽉１６⽇（夏休みモード）の出⼒抑制発電所

⾚穂発電所 ２号機  ▲１５万ｋＷ（作業）
海南発電所 ３号機  ▲２０万ｋＷ（作業）

計３２０万ｋW 

1. 関⻄電⼒の「原発」と「新エネルギー」を除くピーク時最⼤発電能⼒は、⽕⼒、⽔⼒、揚⽔合計２５１１万ｋW。（認可発電設備ベース）
2. 他社受電は、IPP（独⽴発電事業者）、⾃家発電設備などからの契約による購⼊あるいは余剰電⼒の購⼊及び他電⼒会社からの融通電⼒。
3. 関電は「ピーク時供給⼒とは、ピーク時に発電できる最⼤電⼒のことです。発電設備量とは⼀致しないことにご注意ください。」と説明しているが、

これはおかしな説明。もしこの説明が正しいとするなら、⼟曜⽇・⽇曜⽇は「ピーク時に発電できる最⼤電⼒」が、都合良く下がることになる。ま
た現実に８⽉９⽇は、相⽣発電所２号機 (38 万ｋＷ)、海南発電所２号機（45 万ｋＷ) 同４号機（65 万ｋＷ）御坊発電所１号機（60 万ｋＷ）の計
208 万 kW は点検でも故障でもないのに全く稼働していなかった。

4. また⽔⼒「発電設備量」と「ピーク時供給⼒」は必ずしも⼀致しません。」として、流域河川の⽔量が⾜りないケースを上げている。しかしこの説明
もおかしい。流域河川の「出⽔率」を明⽰していない上に、過去１ヶ⽉間の⽔⼒発電量は 270 万 kW から 230 万 KW 程度になだらかに下がっている。
これは原発３号機・4 号機がフル稼働にはいるのと逆⽐例している。すなわち原発がフル稼働となるにつれ⽣ずる余剰を⽔⼒発電を抑制することで
調整していると考えられる。

5.「電気使⽤率」はその⽇ピーク時供給量に対する使⽤量の⽐率。もともと供給予測をたてて供給量そのものを調整しているのでデータとしては無意味。
6. 興味深い現象は、他社受電が⼀向に減らないどころかむしろ上がっていることだ。需要の下がる⼟⽇になると他社受電が上がり、中でも中部電⼒が

突出して上がっている。これは中部電⼒との契約で中部電⼒管内の余剰を関電が引き受ける契約になっていることを意味する。また独⽴発電事業者
との契約は恐らく⼀定量を引き受けるものとなっていると思われる。

7. 従って関⻄電⼒のピーク時最⼤電⼒供給能⼒は、原発を除く⾃社発電能⼒２５１１万ｋW に他社受電６００万ｋW 以上を加え、確実に３１１１万ｋ
W 以上と推計できる。

8. 資料出典は関⻄電⼒ホームページ「でんき予報」の「過去の使⽤電⼒実績ダウンロード」及び「関⻄電⼒有価証券報告書 平成２３年」  

夏休み
モード

今夏最⾼

関⻄電⼒ ピーク時電⼒供給量と内訳（2012 年８⽉ 2 ⽇から 8 ⽉ 22 ⽇）

原発除く関電の供給能⼒ 3,111 万 kW以上
実際最⼤使⽤は

政府・関電・関⻄広域連合 ・⼤⼿マスコミのウソを今、検証しておく必要があります。

2,681 万 kW
ピーク時

ピーク時

「原発なしで電⼒⾜りない」はウソでした。
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８⽉２３⽇（平常モード）の運転停⽌⽕⼒発電所
相⽣発電所 １号機  ▲３８万ｋＷ
海南発電所 １号機  ▲４５万ｋＷ
海南発電所 ２号機  ▲４５万ｋＷ
         計 １２８万 kW

８⽉２３⽇（平常モード）の出⼒抑制発電所

⾚穂発電所 ２号機 ▲１５万ｋＷ（作業）

【⼿⼝３】関⻄広域連合の協⼒
 政府や政府第三者需給検証委員会、関電の需給予測は全く信頼されず、それまで政府
と対決姿勢を⾒せていた橋下徹⼤阪市⻑と関⻄広域連合の検証結果に世間の期待は集ま
りました。検証結果は、ほぼ政府・関電の需給予測と同じものでした。それは⼦ども騙
しの杜撰なものでした。橋下⽒は「やっぱり電⼒が⾜りない」と「降参宣⾔」を出し、
⼤飯原発再稼働を容認。橋下⽒と関⻄広域連合は、政府・関電、関⻄財界とグルでした。


